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植物斑点性病害の病態生理学的研究

1.斑 点性病被害葉に於ける同化澱粉の分布異状に就で

木 場 三 朗

Patho-physiologic studies of spotted diseases of plants 

  1. Unusual distributions of the starch-grains 

            in the diseased leaves 

               Saburo Koba

工 緒 言

この研究で斑点病と云ふのは,植 物の葉に定形の斑点を作る諸病害で,Virus叉 は生

理障害に依 るものは除外した.

元来斑点病は局処病であるとされて居て,斑 点数の増加は病数の増加で流行病学上の意

義が重視されて居る.然 し斑点数の増加は他面に症状の充進と考へられる点があつて,被

害作物の生産力との関係が重要な問題 となる.

第1報 は其の基礎的問題である病斑の局処病的性格 と全身病的性格の概要を研究 したも

のである.即 ち斑点病には,(1)病 斑部の枯死による葉面積の縮少,(2)病 斑周縁部に

起る特異的持続的炎症,(3)病 斑が葉叉は全身に及ぼす非特異的一時的炎症の三作用を

著者は認めたが,此 の報告は其の(2)に 相当する場面に関係するものであり,其 の・一部は

既に報告した(木 場一1952).

此の研究は文部省科学研究費に依つて行はれたもので,吉 井教授 の御教示を賜はつた.

併せて感謝の意 を表する.

II.実 験 法

病葉を晴天の午後採集し,直 ちにアルコール脱色,沃 度加里反応を試みた.実 験法の詳

細は木場(1952)に 従ひ,葉 脈の病変は無水アルコール次でキシロールで透明しとて検鏡

した.Leben(1952)の ピリヂン法 も併用した,

III.実 験 結 果

A病 斑形成の為に起る同化澱粉の減少又は消失.

*九 州大学農学 部植物病理学教 室業 績.
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Fig. 1. Starch reactions of spotted 

 leaves of sweet potato (A) caused by 

 Phyllosticta batutas and cucumber 

(B) caused by Pseudoperonospora 
  cubensis.

1.葉 脈 に 無 関係 な病 斑

病 斑 が大 葉 脈 に離 れ て 生す る もので,病

斑 の拡 大 の 早 さ が小 葉 脈 部 と葉 肉部 とで 差

が ない か,叉 は 小 葉 脈 部 で 不振 遅い 為 に

生す る小 型 円形 病 斑 で は,病 斑 の 周 囲 に

0.5～2mm位 の澱 粉 反 応 を示 さな い部 分

(局 処 性 同化 澱 粉缺失 地 帯)が あ る.此 の 部

と健 全 部 との境 は不 連 続 的 な 変 化 を 見せ,

極 め て 明瞭 で あ る(Fig.1,A).

各 種銹病 の夏 及 び冬 胞 子 堆 の 作 る斑 点,

モ モ細 菌 性 穿孔 病(BacteriumPruni),

サ ク ラ 褐 色 穿 孔 病(CylinarosPorium

カadの,タ バ コ 白 星 病(CercosPora

nicotianaθ),ア'ゾ キ斑 点 病(CeプcosPo/a

canescens),ア ザ ミ,ヌ ル デ 及 び オ オ バ

コ(Ce「cosPoraspp.),ハ クサ イ 自斑 病(CercosPorellaalbomaculans),ク ス黒

斑 病(Glomerellacinnamomi),ズ ミ,グ ミ及 び ノブ ドウ(ColletotrichumSPP.),

ビ ワ胡 麻 色 斑 点 病(EntomosPoriumeriobotryae),サ ツ マ イモ 斑 点 病(Phyllosticta

bata彦as),エ ゾギ ク(Phyllostictasp.),カ ン ラ ン黒斑 病(Alteプnaプiabグassicae),

・イ リス及 び ペ チ ュ=ヤ(Alternariaspp.),シ ヤクヤ ク(Pestalozziasp.),サ カ キ 及

び エ ゾギ ク(SePtoriaspp.),ア マ リ リス(StagonosPorasp.),等 は 此 の例 で あ る.

此 の 類 で の 古い 病斑 で は 病班 の 周辺 が直 ち に健 全 部 に連 つ て 澱 粉缺失 部 の なVSも の が あ

る.老 葉 で は梅 広 く,若 葉 で は1;'lih狭い.一 時 に多 数 の 病 斑 を生 す れ ば 葉 全 体 の澱 粉減

少 が 見 られ る.

2.葉 脈 に限 られ,て角 形 とな る病 斑

葉 脈が 侵 され ない か 叉 は侵 され る の に相 当 の時 間 を要 す る病斑 は,葉 脈 に 限 られ た 角 形

とな る.此 の 場 合 病 斑 が 拡 大 進 行 中 で あれ ば 角 斑 に 接 した 小 葉 脈 間 の 一 区 劃 が 幅2mm位

の 同化 澱 粉 欲 失地 帯 とな り,病 斑 を取 り囲 んで 全 体 として 角形 を採 る(Fig.1,B).

キ ウ リ露 菌 病(PseudoPeronosPoracubensis)ハ クサ イ 露 菌 病(PeronosPora

brassicae),ワ タ角 斑 病(Bacteriammalvacθarum),ム ク(Bacteriumsp.),ゴ

ボ ウ角 斑 病(CercosPorinalaPPaθ),カ キ角 斑 落 葉 病(CercosPoプakaki),ラ ミー角

,斑 病(CercosPoraboehmeriae),サ ツマ イモ 角斑 病(CercosPorabatataの,セ ン ニ

チ ソウ(CercosPorasp.),ダ ィヅ斑 点病(CercosPorasoガ 〃の,ラ ッ カセ イ 褐 斑 病

(MyeosPhaerellaarachidicola)等 に此 の例 を認 めた.

然 し病 斑 が 古 くな れ ば,其 の 周 囲 に極 め て狭い0.5mm以 下 の 無 同化 地 帯 を 残 す もの

が あ る.

3.病 斑 外 の 葉 脈 が僅 に侵 され て生 す る不整 型 病 斑

病 斑 外 の葉 脈 が僅 か に侵 され る と,病 斑 は 周縁 に 凹 凸 あ る円形,角 形 叉 は 不 整 形 と な
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る.此 の場合病斑を取 り巻 くのは幅の広い,2～8mmに 及ぶ同化澱粉微量地帯で,健 全

部 と の 境 は 連 続 的 に 変 化 し て 不 明 瞭 な の が 前 項 と の 相 違 点

で あ る(Fig.2).

シ..、.ンギ の 炭 疸 病(GloeosPOグiumchrysaZthθmi),

キ リ炭 疸 病(GloeosPorizamleawaleamii),ホ ウ レ ン ソ

ウ炭 疸 病(Colletot「ichamspinaceae),バ ク サ ・イ炭 疸

病(Co〃etotrichamhigginsianum)サ サ ろ隷怨紋 病(

Phy"ostictaPhaseolina),シ ャ ス ター デ ー ジ ー,ヒ メ

ス イ バ 及 び ママ コ ノ シ リ ヌグ イ(Ph.y〃ostictaSPP.),カ

キ 丸 星 落 葉 病(MycosPhaeグellanawae),ラ ッ カ セ イ

黒 渋 病(MycosPhaere〃abθrkθleyii),サ サ ゲ 輪 紋 病

(Cθ7cosPOプavignicola),ナ ス褐 色 丸 星 病(CerC0.

sPoramelongenae),ア サ ガ ホ 斑 紋 病(CercosPora

iPomoeae),コ ス モ ス 及 び マ サ キ(CercosPorasp.),ヤ

エ ム グ ラ(CercosPorellasp.),キ ク黒 斑 病(Sθptoria

chrysanthemella),フ キ 白 星 病(SeptoriaPetasiti・

Fig. 2. Starch reaction of 

 spotted leaf of potato 
 caused by Alternaria 

  solani.

dis),シ オ ン,シ ヤ ス タ ー デ ー ジ ー,及 び ド クゼ リ(SePtoriaSPP.),ヒ メ ジ オ ン

(SePtoriaas彦ericola),シ ャ ク ヤ ク斑 葉 病(CladosPoプiamPaeoniaの,ダイ コ ン

黒 斑 病(Altemariabrassicaの,バ レ イ シ ヨ夏 疫 病(Alternarias・lani),ヤ マ ノd

モ(Alternarlasp.),イ ネ 稲 熱 病(PiriculariaOPtygae),ホ ウ レ ン ソ ウ露 菌 病(Pero-

nasPoraspinaeiae),ダ イ ヅ 露 菌 病(PeronOsPoramansharica),ユ ウ ガ ホ 露 菌 病

(PseudoPeronosPoracabenslS),等 は 此 の 例 に 属 す る.

此 の 類 は,日 照 不 足,窒 素 過 用 等 で 次 項 に 示 す 相 当 広 範 囲 の 澱 粉 減 少 を 示 し,特 に 老 葉

に 於 て は 著 しい.

4.葉 脈が葉肉よりも速かに侵される病政

病斑が一定の大 さの円形乃至多角形で

あつても,此 の病斑が大叉は中葉脈の附

近に生じ易 く,病 斑に連なる葉脈が相当

遠 くまで変色して居るものがあ曽る.此 の

変色は脱色せねば解 らないものが多い.

之等病葉脈に支配される葉肉部は,葉 の

老化叉は病斑数の増加に従ぴ黄乃至黄緑

色に変じて来るが,壮 葉であれば変化は

認められない.然 し沃度反応を見れば甚

だ広範囲に同化澱粉の欲失叉は減少が認

められる.健 全部 との境は前項に比し更

に不明瞭である(Fig.3).

ヤ マ イ モ 炭 疸 病(GloeosPoriam

Fig. 3. Starch reactions of spotted leaves 
 of sesamum (A) caused by Bacterium 

 sesami and egg plant (B) caused by 
 Phomopsis vexans.
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Pestis),シ ヤ ス ター デ ージー(Co〃etotrichamsp.),ナ シ 赤 星 病(GymnosPoran-

giamhaプaeanum),ナ ス褐 紋 病(PhomoPsisxexans),サ サ グ 褐 紋 病(Phyllosti-

ctaPhaseolina),ソ バ 斑 点 病(Phy〃ostictaノ'agoPyri),ダ リヤ 暗 斑 病(Phy〃0-

stictadahliae),バ ラ 斑 葉 病(SPhacelomarosarum),ヤ ブ ニ ヴ ケ イ(Pestalozzia

sp.),ム ク ゲ 及 び ヒvワ リ(CercosPoraSPP.),イ ン ゲ ン マ メ 葉 焼 病(Bacteriam

Phaseoli),カ ン ラ ン黒 腐 病(BactθriumcamP6stre),ク ワ 細 菌 性 萎 縮 病(Bac-

teプiammori),ゴ マ 細 菌 性 斑 点 病(Bacteriamsesami),ヒ マ ワ リ,ヒ メ ヒ マ ワ リ,

タ デ 及 び ヤ ブ ガ ラ シ(Baeteriamspp.)等 はJl・ヒの 例 で あ る.

之 等 は 標 本 に 依 つ て は 前 項 と 同 様10mm位 の 不振 局 部 的 な 症 状 を 呈 す る.老 葉 叉 は秋

期 採 集 の 葉 で は,葉 全 体 の 澱 粉缺乏 を 示 す もの が 多 い.又 老 葉 で は 逆 に 無 同 化 澱 粉 地 帯 の

幅1mm位 を 示 す もの が あ る.

5.同 化 澱 粉 の 全 面 的 減 少 叉 は 欲 失

僅 に 槌 色 を 開 始 し た 老 葉 叉 は 萎 凋 葉 等 に 斑 点、病 が 起 る と一 般 に 葉 全 体 の 同 化 澱 粉 の 減 少

又 は 消 失 が 起 る.

壮 葉 で あ つ て も,病 斑 が 一 時 に 多 数 生 じた も の で は 全 く同 化 澱 粉 が 形 成 さ れ ない 場 合 が

し ば し ば 起 る.例 へ ば サ サゲ銹 病(Uro"・nycesvignae),ハ ク サ イ 露 菌 病(Perono・

sPorabrassicae),キ ウ リ露 菌 病(PseadoPeronosPoracubensis),イ ン ゲ ン マ メ角

斑 病(PhaeoisarioPsisgrlseola),ソ ラ マ メ赤 色 斑 点 病(Botrytisfabaの,ニ ン ジ

ン 黒 葉 枯 病(Alternariacarotae),チ シ ャ 葉 枯 病(SePtorialactucael,バ レ イシ ヨ

夏 疫 病(Alternariasolani),ハ ク サ イ黒 斑 病(Alternariabrassicae),ナ ス褐色 丸

星 病(CercosPoramelongenae),等 に 於 て 之 を認 め た.

Fig. 4. Starch reaction of 

 spotted leaf of Vigna sp. 
 caused by Cercospora 

  cruenta.

B病 斑 形 成 の為 に起 る 同化 澱 粉 の 集積

1.病 菌 寄 生 部 に於 け る 同化 澱 粉 の 集積

サ トイモ 汚 葉 病(CladosPoriamcolocasiae),

トマ ト葉 微 病(CladosPo7iumfalvum),サ サ ゲ煤

徽 病(CercosPoracruenta),ツ ユ クサ 及 び ドク ダ

ミ(CercosPOTaspp.)等 の 初 期 病 斑 で 病 菌 の 寄 生

部 に未 だ壊 疸 が起 らない もの で は 極 め て 顕著 な 同化 澱

粉 多量 地 帯 が見 え る.従 つ て 既 に壊疽 を生 じた病 斑 で

は,病 斑 を取 り囲 んで 幅2～10mmに 及ぶ 環 状 に

顕著 な 同化 澱 粉 の集 積 が あ る(Fig.4).早 期 採 集 の

もの で は此 の澱 粉 は著 しい 減 少又 は全 部 の 消 失 を 示

す か ら認 め られ ない 事 もあ る.

2.病 斑 周 囲 の 健 全 葉 肉 内部 に於 け る同化 澱 粉 多 量

地 帯

イ ネ 胡 麻 葉 枯 病(OPhiobolusmiyabeanas),ハ クサ イ 炭 疸 病(Co〃etotrichum



higginsianum),イ ノコ ヅチ(Bac彦eriamsp.),シ ヤ スター デ ー ジー・(Septo「iaSP・)

ヒツ ジグ サ(Pythiumsp.),タ バ コ白星 病(CercosPoranicotianae),タ バ コ炭 疽 病

(Colletotrichumsp.),ナ ス褐 紋 病(PhomoPsisvexans)等 で は病 部 と 健 全 部 の境

又 は病 部 と離 れ て,輻10～20mmに 及 ぶ地 帯 に病 斑 を取 り囲 んだ 余 り顕著 で ない 同化 澱

粉 多量 地 帯 が あ る.

早 朝 採 集 の もの は健 全 葉 肉部の 澱 粉 が 消 失 す る為 に 明瞭 に現 はれ る点 で前 項 の 場合 とは

異 る、 叉 此 の 類 の もの は 採 集 し た標 本 の相 違 に従 つ て 澱 粉 量 に差 が 大 で,或 る もの に は全

く存 在 せ す,或 る もの で は 却 つ て病 斑 周辺 の 同化 澱 粉微 量 地帯 を作 る・

3.壊 死 部 病 斑 内 に於 け る澱 粉 の残 留

キ ウ リ炭 疽 病(Co〃etotrichamlagena・

riu〃 の,ダ リ ヤ 斑 紋 病(Phy"osticta

dahliaecola),で は壊 死部 に 多量 の澱 粉 が

認 め られ・る.病 勢 の 劇 しい 場 合 の み に 限 ら

れ,一 般 に 隣 接 健 全 葉 肉部 と同程 度 で あ る

が,早 朝 に採 集 す れ ば 周 辺 部 よ り多量 を示 す

為 に 同項 と混 同 し 易い(Fig.5).

C同 化 澱 粉 と最 との 関 係

褐,紫,紫褐,暗 褐,黒 褐,黒 等 の 色 の 最

即 ち ア ン トチ ア ンが集 積 す る 増 色 性 の 量 で

は,其 の 存在 と同化 澱 粉 の分 布 異 状 との 関係

は 無い 様 に 見 え る.調 査 した の はBacte・

rium,Phyllosticta,SePtoria,Macro・

sPorium,Septogloeam,Colletotricham,

Elsinoe,Alte7naria,CeプcosPora等 の

諸 属 に よ る病 斑 で あ る.

Fig. 5. Starch reaction of diseased 
 leaf of cucumber caused by Calle-

 totrichum lagenarium examined 
 at early morning.

黄 白,黄 灰,黄,黄 緑 色 等 の ク ロロ フヰ ル の変 性 に基 く減色 性 の景 で は 同化 澱 粉 の減 少

叉 は欲 失 を認 め る.調 査 し た の はBacteriam,Phyllosticta,HelminthosPorium,

.MacrosPoriam,CercosPora,Paccinia等 の諸 属 に よ る病 斑 で あ る.

此 等 の 諸 病 以外 の一 般 に は最 を生 じない 病 斑 で も,病 斑 数 の増 加 又 は病 葉 の老 化 に伴 ぴ

黄～ 黄 緑 色 の 景 を生 じ,漸 次拡 大 し て全 葉 に 及ぶ が,此 の 外 的 変 化 に先 立 つ て 同化 澱 粉 は

消 失 す る のが 普 通 で あ る.

D同 化澱粉の異状分布の変動

ハ クサイ炭疽病(Colletotrichumhigginsianum)の 被害葉は晴天続きの乾燥した 日

に採集したものは葉脈に無関係な類円形斑点で,病 斑周辺には同化澱粉の集積を認めるに

反して,雨 天続きに採集したものは葉脈が侵され 病 斑 は不整形とな り,周 辺には広範囲

の同化澱粉の缺失 が見 られる.条 件は充分明らかでないが,類 似 の現象が タバコ白星病



(CercosPoranicotianae),ド ク ダ ミ(Ce/co・

sPorasp.),イ ネ 胡 麻 葉 枯 病(OPhiobolus

miyabeanas)で も認 め られ た(Fig.6).

局 処 性 同化 澱 粉 微 量 地 帯 を示 す 種 類 で は,標 本

の 差 に よ る相 違 は 少 くて 僅 か に 広 狭 の 差 が あ るか

叉 は全 く存 在 し な い.

広 汎 性 同化 澱 粉 微 量 地 帯 を 示 す もの は 普 通 の 状

態 で は既 述 の二 群 に 分 け られ るが,標 本 に依 つ て

は混 然 として,其 の 地 帯 の 幅 には 相 当広 狭 の 差 が

あ る.一 般 に老 葉 に 広 く若 葉 に 狭 く,晴 天乾 燥 に

狭 く高 温 多雨 に広 く,衰 弱葉 に広い 傾 向 が あ る.

病 菌 寄 生部 に於 け る澱 粉 集積 に は 変動 が 少い.

Fig. 6. Starch reactions of spotted 
 leaves of Brassica sp. caused by 

 Colletot.richum higginsianum, 
 examined in fine weather (A) 

 and in rainy weather (B).

Iv.考 察 及 び 結 論

1.同 化澱粉の減少及び消失

葉の病斑周囲の同化澱粉が 減少叉は 消失する事

に関する報告は見当らない.此 の現象は病斑周辺

の生理異状を示すもので,其 の原因 を壊死組織 よ

りの分泌物によるものと病菌よりの 分 泌物による

ものとに分けて考へ得る.

壊 死 組織 よ りの分 泌 物 の一 はBeijeringk及 びRant(1906)の 所 謂 壊 死 部 後 作 用 で酵

素 が 主 役 を演 じ,Allen(1926),富 樫(1931),鋳 方(1941)等 の 報 告 が あ る.其 の第

二 はHaberlandt(1921)のWoundhormone及 びNecrohormone,Engrisch,

Bonner及 びSmith(1939)のTraumatin及 びTraumaticacid,Hemberg

(1943)のAllxon等 で,生 長 素 が其 の主 体 で あ り,馬 鈴 薯 傷 面 の 澱 粉 が糖 化 して 癒 傷

組 織 形 成 に 参 加 す る事 は既 に知 られ て 居 る.

之 等 は何 れ も著 者 の局 処 性 同化 澱 粉 微 量 地 帯 の 出現 に 関係 を有 す る もの で あ る と思 は れ

る.然 し酵 素 叉 は生 長 素 が 壊 死 部 組織 か ら生組 織 に多 量 に 且 つ 広 範 囲 に移 動 す る可 能 性 は

少い か ら,広 汎 性 同化 澱 粉 微 量 地 帯 と直接 関係 す る もの とは 思 えない.

病 菌 の分 泌 物 に 就 て はRutter及 びFrasser(1927),Fischer及 びGaumann

(1929),田 中(1933),吉 井(1939)其 の他 多数 の 報 告 が あ る.叉 病斑 の壊 死 部 外 に 病 菌

が 伸 び 出 て 居 る事 に就 て はSpauldling(1914)に 始 ま り,吉 井(1947),水 上(1952)

に到 り其 の 間 多 数 の報 告 が あ る.之 等 二 つ の現 象 の組 合 せ は,未 だ 生 活 力 を保 つ て居 る寄

主 細 胞 が 病 菌 の 出 す分 泌 物 特 に毒 物 を多量 且 つ広 範 囲 に移 動 せ し め得 る可 能 性 を示 す様 に

思 はれ る.此 の場 合 葉 脈 の 病 変 は病 菌 に よ る もの と毒 物 に よる もの とあ ろふ.

葉 肉 に先 行 し て葉 脈 が侵 され る種 類 の 斑 点 病 は,当 然 導 管 病 として の 性格 を有 す る筈 で

あ る.然 し健 全 葉 の葉 脈 を切 断 した り,100%ア ル コー ル,キシロール,ヒvシ 油 の等 量
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混合液を硝子毛細管で葉脈に注入して其の機能を部分的に破壊しても澱粉分布の異状は起

らないが,0.05%塩 素酸加里水溶液に0.001%の エオジン を加へて葉脈に注入すれば極

めて広範囲の澱粉消失 を起すか ら,完 全な導管病の性格を持つ とは云ぴ難い.一 方澱粉分

布異状 と病菌の属名との間に全 く関係が見出せないか ら,極 めて腹雑な問題の端緒 を作 る

事になる.

更に叉,此 の実験結果か ら考へさせ られる事は,第1に 肉眼的には全 く判断の困難な内

在的な生理作用の混乱を,壊 疸 として現はれた見懸上の症状に依つて判断する事の甚だし

い危険さである.即 ち病態生理学上の研究資料として比較すべ き等価のこ個体採集の基礎

的-諸問題である.

第2に,斑 点病に依つて起る種汝の種類の生理的変動 と収量との関係がある・之れに関

連して小野(1952)の 稲熱病斑に関する興味深い研究が参考となる.

2.同 化澱粉の集積叉は残留 ,

病斑周辺の同化澱粉多量地帯の存在に就ては既に報告がある.後 藤(1951)は 稲熱病,

イネ胡麻葉枯病,イ ネ黒腫病,コ ムギ赤鋳病,カ モジグサ銹病,ハ ダカムギ斑葉病,ナ タ

ネ黒斑病,ア ヅキ鋳病,エ ン ドウ禍斑病,ソ ラマメ赤色斑点病,ダ イコン白錆病の病斑周

辺に同化澱粉の集積を認め,其 の原因を滲透圧の低下による転流阻害であろふ とした.水

上(1952)は 胡麻葉枯病に於て之を認め,此 部の透過性の低下を明 らかにして其の原因と

した.術Dufrenoi(1918)及 びThatcher(1939)は 病斑周辺の滲透圧の低-下に 就て

報告して居る.又 津曲(1952)は タバコ炭疸病に於て澱粉集積を発見して癒傷 コルク形成

に用び られるのであろふとした.

著者は稲熱病,ナ タネ黒斑病,ア ヅキ鋳病,ソ ラマメ赤色斑点病等では逆に病斑周辺の

澱粉消失を認 め更に数種の斑点病に就て,同 一病に集積 と消失が起る事を明らかにした.

従つて転流が阻害される為に起る澱粉集積 と広汎性澱粉消失 とは,病 菌 と寄主との争闘

の状況に依つて何れかを採 るものであり,斑 点病の内在的病勢を示し研究の好 資 料 であ

ると思はれる.

次に転流の阻害に原因しない澱粉集積がCercosPora属 及びCladosPoriam属 にょ

る病斑に認められて居る.

Mains(1917),Allen(1926),Rice(1927)等 によれば,錘 病 其の他に於て被 害部

同化組織が強化されるものがある事を報告し,叉Kourssallow(1928)は コムギ黒穂病

被害株の同化作用が健全 より4～30%高い 事 を報告して居る・Sch皿idt(1932)は

Uromycesbetaeの 病斑 周辺の 脂肪の集積を報告して居る.何 れも著者の結果 とは直接

の関係がないが,著 者の場合 も恐 らく病菌刺戟による同化作用の促進であつて,転 流阻害

に原因する前項の一群 とは区別さる可 きであろふ

最後にキウリ炭疽病等の例は病勢が劇しい場合 にのみ病斑内部に認められるもので,同

様の現象は吉井(1949)に よつてナシ黒斑病に就て報告 されて居て1,同教授 の場合 と同様

組織の急速な枯死乾燥に伴つて残留保存 された ものであろふ.
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 S u m in  a r y 

 1) The outline of the patho-physiologic disturbances of the spotted leaves 

were studied by the iodine method. 

 2) Within the periphery of the spot prevented from the vascular bundles 

or scarcely connected with them, there is found the region of no starch 

grains of 1-3 mm in widst. 
 3) The spots, communicated by the diseased vascular bundles with healthy 

tissue, are accompanied by the wide regions which indicate extensive dis-

appearance of the starch grains. 

 4) More starch grains are found around the spots, induced by Cercospora 

spp. and Cladosporium sp. 

5) Translocation of assimilated starch grains was disturbed in some kind of 

spotted leaves. 
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